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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脳機能賦活情報が提供された対象者の顔面の顔面皮膚温度データを時系列で取得する顔
面皮膚温度取得手段（２０）、及び／又は、脳機能賦活情報が提供された対象者の顔面を
時系列で撮影した顔面撮影画像データに対して行われるＲＧＢ処理により得られた前記顔
面撮影画像データのＲＧＢデータを取得するＲＧＢデータ取得手段と、
　前記顔面皮膚温度取得手段により取得された前記顔面皮膚温度データ及び／又は前記Ｒ
ＧＢデータ取得手段により取得された前記ＲＧＢデータに基づき、前記対象者の興味関心
の度合いを評価する評価手段（２００）と、
を備える評価装置（１０，１１０）。
【請求項２】
　前記顔面皮膚温度データ及び／又は前記ＲＧＢデータを、少なくとも複数の時間分布（
Ｖ）に対応する、複数の成分に分解する手段（３０，１３０）をさらに備え、
　前記評価手段が、前記複数の成分から抽出された判定用成分に基づいて、前記対象者の
興味関心の度合いを評価する、
　請求項１に記載の評価装置。
【請求項３】
　前記分解する手段は、前記顔面皮膚温度データ及び／又は前記ＲＧＢデータを、時間分
布（Ｖ）及び空間分布（Ｕ）の複数の組に対応する、複数の成分に分解する、
　請求項２に記載の評価装置。
【請求項４】
　前記分解する手段は、前記顔面皮膚温度データ及び／又は前記ＲＧＢデータを、特異値
分解、主成分分析或いは独立成分分析により複数の成分に分解する、
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　請求項２または３に記載の評価装置。
【請求項５】
　前記分解する手段が、前記複数の成分のうち、その成分波形の振幅が脳の賦活時及び脳
の非賦活時の変化と相関関係にある成分を判定用成分として抽出し、
　前記判定用成分に基づき、前記対象者の脳活動を推定する手段、をさらに備える、
　請求項２から４のいずれか１項に記載の評価装置。
【請求項６】
　前記顔面皮膚温度取得手段及び／又は前記ＲＧＢデータ取得手段は、前記対象者の顔面
の副鼻腔周辺及び／又は前額部の前記顔面皮膚温度データ及び／又は前記ＲＧＢデータを
少なくとも取得する、
　請求項１から５のいずれか１項に記載の評価装置。
【請求項７】
　前記顔面皮膚温度取得手段及び／又は前記ＲＧＢデータ取得手段は、複数の前記対象者
の前記顔面皮膚温度データ及び／又は前記ＲＧＢデータを一括して取得する、
　請求項１から６のいずれか１項に記載の評価装置。
【請求項８】
　前記評価手段は、
　前記対象者の脳活動に基づき前記対象者の集中度合いを解析する解析部（２０１）と、
　前記対象者の集中度合いに関する情報を、前記評価手段の管理者へと報知する報知部（
２０２）と、
を有する、
　請求項１から７のいずれか１項に記載の評価装置。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の評価装置と、
　予め設定した調査期間毎に前記評価手段によって評価された結果を記憶するマーケット
調査記憶手段と、
を備える、マーケット調査装置。
【請求項１０】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の評価装置と、
　予め設定した学習時限毎に前記評価手段によって評価された結果を記憶する学習評価記
憶手段と、
を備える、学習評価装置。
【請求項１１】
　商品等に関する視覚情報を表示する表示装置をさらに備える、
　請求項９に記載のマーケット調査装置。
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摘要(译)

要解决的问题：在评估装置中容易地估计大脑活动，以基于大脑活动评估受试者的兴趣程度。 解决方案：评估装置10包括面部皮
肤温度获取装置20，大脑活动估计装置30和评估装置200。面部皮肤温度获取装置20按时间顺序获取面部皮肤温度数据。面部皮肤
温度数据包括从受试者的面部检测的皮肤温度数据和检测到的部位的位置数据。大脑活动性估计装置30基于通过奇异值分解，主成
分分析或独立成分分析来分解面部皮肤温度数据而获得的多个成分来估计对象的大脑活动。评估装置200基于由大脑活动估计装置
30估计的受试者的大脑活动来评估受试者的感兴趣程度。
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